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北部北上山地，上戸鎖構造線についで
杉本幹博＊＊
緒言
上戸鎖構造線は北部北上山地岩泉帯東縁部に
あらたに識別された構造線で，延長20数kmに及
ぶ衝上断層帯にそっては花崗閃緑岩が帯状に貫
入しており，葛巻構造線，田老構造線など北部
北上山地の主要構造線に匹敵する規模をもって
いる｡
上戸鎖構造線の識別は岩泉帯の標準層序を確
立するうえで重要であると同時に，岩泉帯一田
老帯の変遷史の解明にひとつの具体的な示唆を
あたえるものと考えられる。
小論では主として上戸鎖構造線の現出状態を
しるすとともに，その構造発達史的重要性につ
いてのくる。
なお，本研究の一部に文部省科学研究費を使
ｊＩＬた。
Ｉ北部北上山地の主要構造線概説
北部北上山地の帯状配列をなす地向斜性占期
岩類は早池峯構造帯（石炭系一二畳系）から束
外側へむかって北部北上帯に畳系を主とする
上部古生界)，岩泉帯（おもに中・下部中生界）
および田老帯（おもに中・上部中生界）に区分
され，それらの境界にはそれぞれ早池峯構造帯
来限の構造線，葛巻構造線（島津ら，1970，杉
本，1972）および田老構造線（小貫，1963，吉
田，1966，杉本，１９７２；田老剪裂淵，加納，
1950）が識別されている（Fig.１）゜
早池峯構造帯東限の構造線は吉田・片田（19
64）により早池峯構造帯の千枚岩質二畳系（栗
林層）と北部北上''１}のチャート･粘板岩からな
る二畳系（釜石層）の境界にひかれた断層で，
早池峯構造帯の中にも石炭系（小川層）と二畳
系（栗林層）を隔てる断層が記載されている。
また，北部北上帯の中にも走向断層が断続的に
知られているが，十分確認されていない。
葛巻構造線は葛巻東方地域で北部北上帯の二
畳系（葛巻層）と岩泉帯のジュラ系一先宮古統
下部白亜系？（岩泉層群）を隔てるが，岩泉帯
の中には，さらに滝ノ沢一蓬ケ森断層，関一大
平断層，川井一小国一栗山断層，馬内一機ノ木
一遠川断層，根井口一上戸鎖一年々断層（上戸
鎖構造線）などの葛巻構造線にほぼ並行する走
向断層が識別されている（杉本，1971ＭS)。
田老構造線は小本・田野畑地域で岩泉帯の中
生界（岩泉層群）と田老帯のジュラ系一先宮古
統下部白亜系（陸中層群）を隔てるもので，田
野畑村菅ノ窪以北は花崗閃緑岩の貫入によって
連絡を絶たれている。
これらの主要構造線のほとんどは西から東へ
の大規模な衝上断層で，摺曲構造と密接に関連
しており，とくに構造発達史的に重要な葛巻構
造線および田老構造線にそっては花崗閃緑岩が
特徴的に細長く貫入している。
上戸鎖構造線は，上記の岩泉帯の中の諸断層
と類似した産状を示しているが，断層線が長距
離にわたって明瞭に追跡されること，断層によ
る地層の欠損量が大きいこと，また断層の南端
部でとくにいちじるしく花崗閃緑岩の貫入をう
けていることおよび岩泉帯の東縁部にあって田
老構造線の北西延長部と目されうるような位置
に存在することなどから，とくにその構造発達
史的意義が注目される。
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いたる延長20数hnにわたって追跡される。
つぎに，各地区での現出状態をしるす。
１．根井ロ地区（Figs､２，３）
Fig.２（ａ）は滝部落北方約1.5kmの国鉄バ
ス根井口停留所向いの長内川北岸の露頭の図で
ある。Fig.２（ａ）の右下半部（東側）にはチ
ャート・粘板岩互層（関層東列）がほぼＮ45.
Ｗ，50.Ｗの走向，傾斜で分布し，比較的上部
に挾まれている砂岩薄層は西方が上位の累重関
係（normalorder）を示すgraded-beddingを
伴っている。左上半部（西側）にはほぼＮ５．
Ｗ～N30oE，４０｡～60.Ｗの走向,傾斜で石灰岩
層（安家層）が見かけ上の下位より，石灰岩・
チャート簿互層→団塊状チャートを含む石灰岩
→（板状石灰岩）の順序で累重しているが，そ
の見かけ上の基底部は，層理面にそった多くの
派生小断層をともないながら，東側のチャー
ト・粘板岩互層のより下位の層準と崖錐帯を隔
てて次々と接しており，いちじるしい斜交関係
をなしている。この斜交関係は実際には，Ｆｉｇ．
２（ｂ）に示したように，西側の正常（normal
鑿
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Ｆｉｇ．１．Mapshowingtheareastudied・
aJMagidaiFormation．ｂ、Sawayamagawa
Formation．ｃ，AkkaFormation．。、Takay-
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Ⅱ上戸鎖構造線の現出状態
上戸鎖構造線は，さぎに著者（杉本，1971Ｍ
S）が根井口一上戸鎖一年々断層とよんだもの
で断層線は岩手県久慈市西部の久慈川流域から
南へ，下戸鎖，上戸鎖を経て岩泉町年々南力に
Fig.２．（a）Sketchofthethrustfaultbetw‐
eentheSekiFormation（normalorder）and
theoverturnedAkkaFormation・Locality；
northofNeiguchi，Yamane-ch6，KujiCity．
（b）Schematicgeologicalprofilealongthe
Neiguchi-Kawamataroute．
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Ｆｉｇ．３．GeologicalmapandgeologicalsectionoftheNeiguchiarea・
achert．ｂ・alternationofchertandlimestone．ｃ、１imestone
withnodularchert．。．１imestone．ｅ・andesitictuff･fslate．
ｇ・siliceousshale．ｈ、alternationofsandstoneandslate．ｉ、sandstone．
』、Diluvialterracedeposits．ｋ・Alluvialriverterracedeposits、
１．Alluvialdeposits．ｍ・detritus．ｎ．fault．ｏ、Kamitokusaritectonic
line．ｐ・ｄｉｐａｎｄｓｔｒｉｋｅ．
価
or9er)に累重するチャート･粘板岩互層と逆
転（overturnedorder）した石灰岩層が接して
いるもので，大規模な衝上断層（上戸鎖構造
線）の存在を示している。石灰岩層の逆転構造
はこの露頭だけからは知ることは出来ないが，
石灰岩層の直接の南方延長部にあたる滝西方，
川又橋西ﾉ1Jなどでは，石灰岩層の西側にiilﾘT移的
に累重する凝灰岩・安山岩層（沢山川層）の上
部に東方が上位の累重関係を示す一連の堆積構
造がみとめられること，また，この地域のほぼ
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石灰岩層(安家層)がＶ字型をなして沈降する位
置にあたり複雑な地質構造をなしている。下戸
鎖背斜の東翼をなす石灰岩層はFig.５の東半部
にみられるように，上戸鎖構造線をはさんで東
側に分布するチャート・粘板岩互層の異なった
層準と次々と接しており，さらに断層線はＮＥ
－ＳＷ方向およびＮＷ－ＳＥ方向の横ずれI性断層
で複雑に転移している。下野付近の石灰岩層の
全域にわたって凝灰岩層から漸移する石灰岩層
が，下位より板状石灰岩→団塊状チャートを含
む石灰岩→石灰岩・チャートの薄互層の順序で
規則的に累重していることおよびFigs､１，５
に示したように，下戸鎖付近で沢山川層一安家
層が南方へ軸傾斜した背斜構造（下戸鎖背斜）
を明瞭に形成していることから，間接的に根井
口北方の石灰岩層の逆転構造が示される。
根井口から南方の滝にかけての地質図をＦｉｇ．
３に示したが，ほぼ南北に流下する長内川の西
岸にそって断層帯が連続しFig.３の南縁部で長
内川を越えさらに東岸ぞいに滝東方へ連続して
いる。断層付近の石灰岩・チャート簿互層は各
所に急崖を生じ，層理面にそった圧砕作用をう
けている。
２．滝東方地区（Fig.４）
根井口地区の南隣にあたる滝東方地区（Fig.
４）では，上戸鎖構造線はほぼN70oE方向の右
横ずれ断層によって南側がより西方へ転移して
いる。横ずれ断層の北側では石灰岩層（安家
層）とチャート・粘板岩互層（関層東列）はほ
ぼ調和した走向，傾斜をなしているが，南側で
は石灰岩層がN40oWの走向，40.Ｗ内外の傾斜
をなすのに対して東側の関層東列はＮＳからＮＥ
－ＳＷ方向に走向を転じ，南方へゆくにしたが
ってより下位の層準が次々と石灰岩層と接して
いる。また石灰岩・チャート簿互層は横ずれ断
層のすぐ南側で欠損し，団塊状チャートを含む
石灰岩とチャート・粘板岩互層が直接，接し合
うようになる。
根井口一滝東方地区では石灰岩層とチャート
・粘板岩互層が比較的調和的な走向をなしてい
ることから，かつて両層が整合一連の，西方へ
の単斜構造をなすとみなされたこと（小貫・長
谷，1956）があり，この地域一帯の層序・層位
関係に混乱が生じていた。
３．下戸鎖地区（Fig.５）
下戸鎖地区（Fig.５）は，下戸鎖背斜の南方
への軸傾斜によって凝灰岩層(沢山川層)および
.■￣ローﾛ■■■■■■－－，－－－＝￣■■■■■■■■■■■■■￣－－－-￣■￣■■■■■■■■■■･－
コ －－－－－－－￣￣￣ﾛ ￣＝￣■
＝
－■■■■■■■■■■￣
｜■■■■－－－
一二Ｉ■■■■■■■■■,■■－■■■－－
■■■■■■■■■■■■■■■￣
■■l■■U■■|■■－＝＝＝＝￣￣￣
■■■■■■■■■■■￣■■I|■■■■■■■、ローーロー￣
■■■■■■■■■ ￣一一一一 ＝
－－－曰＝＝＝￣トー用号 一一；＝~￣￣皇＝＝＝=＝＝＝■■■■■l■■■巳
￣＝＝￣－－■■
■■■■■■■1■■■■
二'二＝＝＝＝■■■■■■■ －
回刃■■l■■戸I■■
§鍵藁==.田＝
■■■■■■■■l■￣■■■■■＝■;■￣■■■■■■￣￣Ⅱ ■ 回一一一
－
￣
－０■■■■■■■￣
■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■’ ■■■■■■■■■■
■ﾛﾛﾛﾛﾛﾛﾛ.｡ｉ・・
iii ■■■■■■■■己呈:B:已里蝉；＝＝＝■■■■■■ロロロ回回一一■■■■■■。□■:■ロ－－■■■■■■回丘■円＝＝□□■■－－口Ｉ＝＝蛋回＝－－ ６９■■■■■■■Ⅱ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
＝ニニニｉ三二＝
￣＝里一ﾛﾛ■．￣
■■■■■■■■ ■■5１
匝襄薑篝籟壼
Ｆｉｇ．４．Geologicalmapandgeologicalsectｉｏｎ
ｏｆｔｈｅｅａｓｔｏｆＴａｋｉａｒｅａ.(Ｌｅｇｅｎｄｔｈｅ
ｓａｍｅａｓｉｎＦｉｇ,2）
杉本：北部北上山地，上戸鎖構造線について 7９
東限部には石灰岩・チャート簿互層がわずかに
みとめられ，根井口一流東方地区と同様の断崖
をなして東側の関層東列のチャートと断層で接
するのがみられる。
下野から下馬越東方にかけては上戸鎖構造線
にそって花崗閃緑岩が貫入している。この小岩
体は下野南方ではチャート・粘板岩互層（関層
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Ｆｉｇ．５．Geologicalmapandgeologicalsect-
ionoftheShimotokusariarea・
ａ・chert．ｂ･alternationofchertand
limestone．ｃ、１imestonewithnodularchert．
ｄ、１imestone．ｅ・alternationofcalcareous
shaleandslate．ｆ・ａｎｄｅｓｉｔｉｃｔｕｆｆａｎｄｔｕｆｆ
ｂｒｅｃｃｉａｇ．ｓlate．ｈ･alternationofsand-
stoneandslate．ｉ・sandstone．』、granod-
iorite．ｋ・fault、LKamitokusaritectonic
line．ｍ・ｄｉｐａｎｄｓtrike．
】ＫｌＩ曰aＦ
Ｆｉｇ．６．Geologicalmapandgeologicalsect-
ionsoftheKamitokusariarea.(Ｌｅｇｅｎｄ
ｔｈｅｓａｍｅａｓｉｎＦｉｇ､5）
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岩・粘板岩互層（高屋敷層東列）が上戸鎖構造
線を隔てて接し，南半部では両者の境界部に花
崗閃緑岩が帯状に貫入している。上戸鎖構造線
はＥ－Ｗ刀向の横ずれ断層で転移しているが花
崗閃緑岩の分布もこの方向に規制されている。
上戸鎖部落の北側の山麓では，花崗閃緑岩が石
灰岩層，砂岩・粘板岩層に貫入する状況が直接
露頭で観察できる箇所がある。
（高屋敷層東列）の境界にあたる位置にも貫入
しており，下馬越の南方では石灰岩層（安家
層）はこれまでとは異なり，関層東列を欠いて
直接高屋敷層東列と接するようになり，上戸鎖
構造線による地層の欠損量が南方へゆくにつれ
て増大することを示している。
４．上戸鎖地区（Fig.６）
上戸鎖地区（Fig.６）北縁の中戸鎖東方では
団塊状チャートを含む石灰岩層（安家層）と砂 5．年々地区（Fig.７）
ＦＬｇ７は上戸鎖一年々南方地区の地質図で，
北端部はFig.６と重複している。上戸鎖から半
城子，寅林を経て年々に至る地区では石灰岩お
よびチャート層（安家層）と東側の砂岩・粘板
岩互層（高屋敷層東列）の境界部に花崗閃緑器
が帯状に貫入しており，年々以南では両層が直
接断層で接している。
上戸鎖構造線および花崗閃緑岩によって西側
の累層と構造的に隔離された東側の累層は，か
つて島津・寺岡（1962）が安家川層とよんだも
のを含んでいるが，Fig.７北部の男和佐羅比ｌ１１
－ＪＩＩｌ:では東傾斜を伴うゆるやかな波状摺曲をな
しており，西側内陸部の模式地付近の高屋敷層
両列とは槽1111形態を異にしている。
１１１上戸鎖構造線の構造発達史的重要性
について
Fig.８は北部北上山地の帯状配列と地質構造
区分の大綱を示したものであるが，すでにのべ
たように根井口一上戸鎖一年々を結ぶ断層（上
戸鎖構造線）によって，断層の東側を占める累
層が西側内陸部の岩泉帯主部と構造的に隔離さ
れる状態を示している。これらの累層は小木・
田野畑地域の田老帯の累層の延長と目されうる
ような位置を占めており，上戸鎖構造線もまた
田老構造線の北西延長方向に位置している。
現在，上戸鎖構造線の東側を占めるチャート
･粘板岩互層および砂岩・粘板岩互層は，層相
の類似および摺曲構造による対応関係などにも
とづいて西川Ｉ内陸部の関層(西列)および高屋１１M（
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Fig.７．Geologicalmapandgeologicalsect-
ionsoftheNennenarea・
ａ・chert．ｂ、１imestonewithnodUlar
chert．ｃ、１imestone．ｄ・andesitictuff．
ｅ･andesitelava・fslate、９．alternation
ofsandstoneandslate．ｈ・sandstone．ｉ・
granodiorite．』・fault．ｋ、Kamitokusari
tectonicline・Ｌｄｉｐａｎｄｓｔｒｉｋｅ．
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層（西列）に対比され，それぞれ関層東列およ
び高屋敷層東列とよばれている（杉本，1971Ｍ
S）が，関層は模式地付近の西列がほとんど粘
板岩およびこれと指交するチャートからなり，
きわめてまれに凝灰岩，砂岩薄層を挾むのに対
して，東列はチャート，粘板岩互層を主としな
がらも明瞭に石灰岩，凝灰岩層を伴っている。
また，高屋敷層は西列の模式地付近では粘板岩
を主とし，砂岩，礫質砂岩，チャート，石灰
岩，凝灰岩，熔岩などを挾むきわめて変化にと
んだ構成をもつのに対して，東列のものはいち
じるしくホルンフェルス化していて原岩を識別
しがたいことも多いけれども，全体として砂岩
・粘板岩互層を主とし，まれにチャート薄層を
挾む程度の比較的単調な層相をなしており，両
層の西列と東列の層相構成の細部についてはい
くぶん差異をみとめることができる。
このような特徴は，これまで岩泉帯に含めら
れてきた（島津ら，1970，杉本，1972）上戸鎖
構造線の東側の累層と田老帯の累層とのさらに
詳細な比較検討の必要性を促すものであり，岩
泉帯一田老帯の変遷史の解明にひとつの具体的
な示唆をあたえるものとして注目される。同時
に上戸鎖構造線の構造発達史的重要性が指摘さ
れる。
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OntheKamitokusariTectonicLine，NorthernKitakami
Massif，NortheastHonshu，Japan
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Abstract
GeohistoricalsignificanceoftheKamitokusaritectonicline，newlyrecognizedin
theeasternmarｇｉｎａｌｐａｒｔｏｆｔｈｅｌｗａｉｚｕｍｉｂｅｌｔｏｆｔｈeNorthernKitakamimassifare
discussed・
ModeofoccurrencesoftheKamitokUsaritectoniclineintheNeiguchi，ｅａｓｔｏｆ
Ｔａｋｉ，Shimotokusrari，KamitokusariandNennenareasareshowninFigs、2-7．
Granodioriticintrusionsoccuralongthislargescalethrustfaultzone，comparing
withtheKuzumakiandtheTarOtectoniclinesofthemajortectoniclinesofthe
NorthernKitakamimassif・
ＡｓｓｈｏｗｎｉｎＦｉｇ、８，theformationsoccupingtheeasternsideoftheKamitokusari
tectoniclinearetectonicallyseparetedwiththeIwaizumiGroupproperofthelwaizumi
beltofthewesternside
Thesefeaturesseemtosuggestthecloserelationshipbetweentheformations
mentionedaboveandtheRikuch面GroupoftheTar5beltinthegeohistorical
developmentoftheoutermarginalareaoftheNorthernKitakamimassif，ａｎｄｏｆｆｅｒ
ａｎｉｍｐｏｒｔａｎｔｃｌｕｅｔｏｍａｋｅｃlearthegeohistoricalrelationshｉｐｂｅｔｗｅｅｎｔｈｅｌｗａｉｚｕｍｉ
ｂｅｌｔａｎｄｔｈｅTar6belt．
